
公表：令和4年12月1日

事業所名　 AIAI PLUS 麹町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適

切である
5 1

法令上の指導訓練室

40平方メートルよりも

広いスペースを確保

し、複数の個室環境

も用意している。

2 職員の配置数は適切である 3 3

法令上の基準人員２

名よりも多くの職員を

配置しているが、１対

１を基本とする手厚い

支援をしている。

それに対して、事務等の他の業務

に時間を割くことが難しいと感じると

きがある。職員の新規雇用を現在

進めている。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境

になっている。また、障害の特性に応じ、事業所の

設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が

適切になされている

3 3

個室が複数ある。運

動の部屋・学習の部

屋といったように、用途

に分けて使うことも可

能で、プログラムの入

替もできる。

・段差がエレベーター付近に１カ所

だけあり、マットを敷けないか検討し

ている。

・「登所してから、荷物を置いて、ト

イレに向かう」等の動線がわかりづら

い構造になっているので、手順を視

覚支援で見せる等工夫している。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっ

ている。また、子ども達の活動に合わせた空間となっ

ている

3 3
掃除は毎日行ってい

る。

設備面では照明による影ができや

すく、学習時に影ができないようにす

ることが難しい。本社の設備担当者

と相談をする。

5
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設

定と振り返り）に、広く職員が参画している
0 6

都度の提供の準備だけで終わって

しまった結果、振り返りや情報共有

ができないことがある。もっとやらなけ

ればならない。手厚い支援に対して

人手不足が背景にあるので、職員

の増員で解決したい。

6

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事

業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向

等を把握し、業務改善につなげている

6 0
初年度につき、今回

初めての実施となる。

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表

の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとと

もに、その結果による支援の質の評価及び改善の

内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し

ている

6 0
初年度につき、今回

初めての実施となる。

8
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務

改善につなげている
0 6

第三者評価機関については現在、

設置していない。本社担当部署の

指示を仰ぐ。

9
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確

保している
3 3

動画による研修受講

体制や、児童発達支

援管理責任者基礎

研修の受講等の外部

研修への機会はある。

手厚い支援を行うことを重視してい

るため、提供時間の準備等に注力

した結果、研修時間を確保すること

が難しい。個々の職員が管理を

行っており、実践の習得に関して

は、専門家による研修を多く組むこ

とが必要である。会社として、作業

療法士による体制を整備中であ

る。

児童発達支援事業所における自己評価結果（公表）

環

境

・

体

制

整

備

業

務

改

善



チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

10

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズ

や課題を客観的に分析した上で、児童発達支援

計画を作成している

2 2

アセスメントに関して

は、保護者からの聞き

取りのほか、適応行動

尺度の一部項目、健

康に関する記載、感

覚と動作に関するもの

等の複数を行ってい

る。

得たアセスメントをどう活用していく

か、どう支援の実践に結びつけていく

かについては課題がある。より教材・

実践に結び付けやすい形に変えるこ

とを検討している。

11
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化され

たアセスメントツールを使用している
2 3

LEDEXの「感覚動作

アセスメント」、また

「VINELAND-Ⅱ適

応行動尺度 日本語

版」の一部項目を全て

の利用者に提出しても

らっている。

しかし、それらをどう活用していくか、

実践にどう結びつけていくかについて

は課題がある。より教材・実践に結

び付けやすい形に変えることを検討

している。

12

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ

ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支

援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、

「地域支援」で示す支援内容から子どもの支援に必

要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な

支援内容が設定されている

4 2

個別支援計画には６

つの設定項目があり、

さらに必要に応じて、

１～３程度の小項目

を設定している。これ

は他事業所よりも非

常に多い項目数となっ

ている。

一方で「地域支援」等の項目につ

いてはテンプレートになりがちであり、

地域との交流等をどう促進していく

かは課題である。地域住民との交

流を望む声が多いかどうかも含めて

検討したい。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 5 1

支援時に使うバイン

ダーに、一人ひとりの

個別支援計画のコ

ピーを挟んでいる。それ

を見て、各指導員が

利用児童にふさわしい

支援を行えるよう努力

している。

カンファレンスをより多く実施し、支

援に関する内容や情報のすり合わ

せを行うこと、支援計画と実践を結

びつける力量が伴わない指導員も

おり、実践につなげられる研修を行

うこと、の2点が課題。このため採用

等によって人手不足の解消と研修

体制の整備を進めている。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 3 3

活動においては、個々

の指導員において工

夫ができる反面、ひと

つの活動をみんなで立

案するような仕組みで

はないのが現状であ

る。

カンファレンスに基づいて検討の機

会を用意できるようにしたい。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 5 1

マニュアルありきではな

く、利用児童に応じて

内容を変更できるよ

う、個々の指導員に

工夫の裁量がある。

体格や能力、発達課

題に合わせて、運動

内容を変更する等の

工夫をしている。

マニュアルは土台にすぎないと考えて

いる。マニュアルに子どもを合わせる

のではなく、まずは子どもありきで考

えている。新人職員の場合は、マ

ニュアル通りにやった結果、手ごたえ

を得られず苦しむ時期もあるので、

メンター制等を講じて、フォローが必

要だと考える。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

16

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適

宜組み合わせて児童発達支援計画を作成してい

る

2 3

利用児童の特徴や、

児童同士の相性に

よって、集団でひとつの

活動を取り組むことが

難しいと感じることがあ

る。その場合、必ず職

員を1対1で配置し、

その子に応じた活動を

行ってはいる。

集団活動になじめない状態をどう改

善するか、職員間でより具体的に

検討していく必要がある。カンファレ

ンスの機会を増やしたい。

17

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日

行われる支援の内容や役割分担について確認して

いる

3 3

簡単な打ち合わせはするが、支援

の内容まで掘り下げて話す時間を

持つためには人手不足を解消する

必要がある。

18

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その

日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を

共有している

1 5

必ずというところまではいかない。時

間をみつけて振り返りはするようにし

ているが、必ずできるわけではないの

で、共有する時間を作るようにした

い（19も参照）。

19
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援

の検証・改善につなげている
1 5

１対１を基本とする手厚い支援を

している。それに対して、記録・事務

等の他の業務に時間を割くことが難

しいと感じるときがある。

支援の質を変えずに事務や打ち合

わせの時間を作るためには、現在の

職員数では少ないと感じる。毎日

４～５人以上の職員が出勤でき

るよう、積極的な新規雇用を進め

たい。

20
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の

見直しの必要性を判断している
2 4

法令上の基準である

６か月に一度で行って

いる。

児童が目標を達成したかを毎月の

ようにチェックできる体制が理想。現

状は管理者兼児童発達支援管理

責任者１名で60人程度の児童を

みているため、そこまで至っていな

い。そこで児童発達支援管理責任

者基礎研修の修了者を増やすこと

を目標としており、本年は２名修了

した。

21

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議に

その子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参

画している

3 1

新型コロナウィルスの

影響もあり、電話によ

るやり取りが主だった

が、児童発達支援管

理責任者が100%対

応している。

児童発達支援管理責任者と指導

員の２名で双方から意見をのべる

ことが望ましいため、外部に人員が

出ても法令上 差支えない限りはそ

うしていきたい。

22
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係

機関と連携した支援を行っている
5 0

特に、千代田区児童

家庭支援センターと連

携を密にしている。

23

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のあ

る子ども等を支援している場合）

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の

関係機関と連携した支援を行っている

0 0
医療的ケアが必要な

児童は現在いない。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

24

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のあ

る子ども等を支援している場合）

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を

整えている

0 0
医療的ケアが必要な

児童は現在いない。

25

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、

特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容

等の情報共有と相互理解を図っている

2 3

保育所等訪問支援を

行っている児童を中心

に、連携目的で毎週

のように各保育園や学

校とやり取りをしてい

る。進学時には、要請

に応じて就学支援

シートの療育事業所

欄に記載を行ってい

る。

しかし、「療育を卒業する」というとこ

ろまでは、先方との相互理解は図

れていないのが現状。移行が進み、

保育所等訪問支援の支給量が５

から２に減ったケースはある。

26

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学

部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理

解を図っている

2 3 項目25を参照。

27

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている

2 2

利用児童の状態につ

いて、必要に応じて助

言に乗ってもらってい

る。

研修の受講については機会があれ

ば検討したい。

28
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子どもと活動する機会がある
3 1

交流イベントのようなも

のはないが、障害の有

無は関係なく、いろい

ろな児童が毎日通って

いる。

要望があれば検討する。

29
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・

子育て会議等へ積極的に参加している
0 4

いろいろな機関・関係

者の方に、視察に来て

いただくことは何度か

あった。

そのような場が持たれれば出席をし

たい。

30

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解を持ってい

る

4 0

利用の度に保護者と

話す時間が設けられて

いる。

31

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に

対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング

等）の支援を行っている

0 4

保護者への支援として、事業所内

相談支援加算Ⅱ（グループワー

ク）に該当するものを検討はしてい

る（「フォーラム」という）。しかし、

現在実施できるほどの人手の余裕

がないので、職員増員を進めてい

る。

32
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を

行っている
3 1

契約時に必ず管理者

から行われる。

管理者以外の指導員は、保護者

への十分な説明ができないこともあ

るため研修等を行う。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

33

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児童発達支援計画」を示しながら

支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支

援計画の同意を得ている

3 1

説明の上で、同意を

得て自筆署名をもらっ

ている。計画書の作成

までは児童発達支援

管理責任者が行う

が、児発管の不在時

等に同意に関する案

内を他の指導員が行

うことはある。

34
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する

相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている
4 2

利用の度に相談に

乗っている。内容によっ

ては別途時間を設

け、児童発達支援管

理責任者が対応して

いる。

一方で、新人の指導員では的確な

助言が難しいことがあり、スキルアッ

プが課題になっている。研修等によ

り研鑽を積まなければならない。

35
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催

する等により、保護者同士の連携を支援している
0 4

学校のPTAに当たるよ

うなものはないが、グ

ループワーク等の開催

を企図したい。（項目

31も参照）

36

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応

の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知

し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に

対応している

3 1 項目34参照。

37

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して

発信している

3 1

月に一回、AIAI

PLUS通信を発行して

いる。コミュニケーション

ツールも、電話のほか

LINE等複数活用して

いる。

活動の状況等をブログで発信して

いるが、今秋以降に利用者が増え

たことにより更新のペースが遅くなっ

ている。現在、職員の増員を進めて

いる。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 6 0 注意している。

39
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報

伝達のための配慮をしている
4 0

視覚支援等、発達に

関しての配慮はするよ

うに心がけている。

一方で、手話や点字等を熟知して

いる職員はいない。研修が受けられ

るよう余裕を持ちたい。

40
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開

かれた事業運営を図っている
1 3

関係者の視察等は受

け入れることもあるが、

地域住民を対象とし

た企画はない。

オフィス街に立地しており、想定でき

ていない部分があるが、要望があれ

ば検討したい。

41

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知する

とともに、発生を想定した訓練を実施している

2 3
マニュアルは整備され

ている。

実践に対してチェック体制を構築せ

ねばならない。

42
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その

他必要な訓練を行っている
2 3

半年前に実施してから入社した職

員が半数以上になり、現在の職員

体制で今後実施する予定。

43
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこども

の状況を確認している
4 1

バインダーに挟まれて

いる個別支援計画に

記載されているほか、

提供記録の保護者通

信欄に、体調面での

記述を毎回書いてもら

うようにしている。

しかし、発作が起きた時に具体的に

どう対応するか等の実践に結びつけ

られるような研修が必要である。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

44
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示

書に基づく対応がされている
2 2

事業所内は食べ物の

持ち込みは禁止となっ

ている（水筒を除

く）。ただし個別支援

計画に食物アレルギー

等について記載されて

おり、全職員が目を通

すことになっている。

個別支援計画の読み込みを徹底

する。

45
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有して

いる
4 2

ヒヤリハットの記録を提出する職員

に偏りが見られる。全職員が出すよ

うにしなければならない。

46
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている
2 3

虐待に関するチェックリ

ストを全職員が定期

的に実施している。

より充実した研修の整備を進めた

い。

47

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかにつ

いて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に

十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計

画に記載している

5 1

個別支援計画に「保

護者への同意書を作

成した上で身体拘束

を行う」旨が記載され

ており、同意書がない

場合は身体拘束はし

ないことになっている。

全職員に再周知したい。

非

常

時

等

の

対

応

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は事業所全体で行った自己評価です。


